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近年、計算機の性能が飛躍的に向上していることから、遮蔽計算についてもモンテカルロ法が広く使用さ

れている。モンテカルロ法計算コード PHITS は、標準で 3D モデルの記述が可能なこと等、モデル作成や境

界条件の設定が容易であり、多種多様な放射性廃棄物を集中保管する施設における線量評価の検討に有効活

用できる可能性がある。本発表では、PHITS を用いた放射性廃棄物保管時の γ 線スカイシャイン線量評価結

果の検証及び今後の廃棄物の保管配置検討の展望について報告する。 
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1. 緒言 

モンテカルロ法は、部分的に精度を要求される領域に限定した計算に用いられる場合が多い。これは、他

の計算法と比べて計算時間が長くなることに起因しており、一般的に分散低減法が用いられる。分散低減法

は、計算領域に重要度を設定して計算効率を上げる手法である。ただ

し、廃棄物を集中保管する施設においては、線源数が数千となり、線源

位置が広範囲に分布するため、計算領域に重要度を設定することが困

難になる。そこで、MPI 並列計算機能を用いた計算時間の低減と分散

低減法を導入しない [t-point]（ポイントタリー機能）による手法を検討

することとした。 

2. PHITSを用いた放射性廃棄物保管時のγ線スカイシャイン評価 

本計算方法（[t-point]等）におけるスカイシャイン線量値の妥当性を

確認するため、米国の遮蔽実験用野外実験場にて行われた Co-60 点線

源を用いた実験[1]の測定値及び MCNP5 で計算された文献値[2]と PHITS で計算

した結果を比較して、PHITS によるスカイシャイン線量評価計算の妥当性を確

認した。計算結果を、図 1 に示す。各データは、同程度の値を示しており、PHITS

と測定値の差は平均で+0.53%であることから、PHITS によるスカイシャイン線

評価計算の妥当性を確認した。 

本結果を踏まえて、放射性廃棄物保管時のγ線スカイシャイン線量評価を行

った。加えて、モデル記述（図 2 参照）や、廃棄物保管時の γ 線スカイシャイ

ン線量評価の考察及び今後の展望について報告する。 
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図 2 廃棄物パッケージモデル図 

図 1 距離ごとの線量当量率の推移 
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